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Ｅ
Ｅ はじめに

近年の科学情報量の急激な増加や学際的な研究展開,さ らに経済的な事情によって,必要な

情報にアクセスできない状況が進みつつある。それは,個人の情報スキルだけでなく,所属す

る機関の情報環境による情報デバイ ド(格差)も 原因である。本稿では,薬学研究にとって最 も

大切なライフサイエ ンス関連の論文を探すためのデータベースについて,その歴史的な側面を

踏まえた現状の問題点,将来展望を考えてみたい。

夜
~T弓

帝)与身ェンスデータベース
薬学研究には学際的な多 くの分野の研究情報が必要であり,パラダイム論を提唱した科学史

家クーン(Kuhn T,S.)の言う近代科学の特徴「集団的営為」うで進められるとすれば,良好な情

報流通は最も重要な課題であろう。さらに,伝統薬など数千年の経験知の積み重ねが基になる

部分もあり,研究された成果についてはすべての研究者が自由にアクセスできる環境がその発

展のためには欠かせない。しかし,実際には情報格差が生じており,集団的営為であるはずの

研究を,必要な情報パズルが欠けた中で進めなければいけないとしたら,大きな問題である。特

に,薬学研究には情報検索が不可欠であるが,研究者は所属機関が契約するデータベースしか使

えない。例外として,米国の税金で作 られるPubMed等 もあるが,他のメジャーなEMBASE,

BIOSIS,DDFや,化学や特許情報も含んだ CA(Chemical Abstracts),科学全般の Scisearchの

6個 は有料である。これらは 40年以上にわたって論文に抄録,独自の索引をつけて整理,蓄積

してきた近代科学の知恵袋と言え,こ れらなくしては薬学研究も進まなかった。ライフサイエン

ス関連のデータベースとしては,他に遺伝子情報など実際のデータを収録,解析するものも数多

く存在するが,それらは最近の紹介記事に譲 り,D本稿では文献データベースを中心に説明する。

3 主なライフサイエンスデータベースの起源

1836年 にワシントンで設立された米国国立医学図書館は,軍事総督部の小規模な蔵書から

出発 した。そして,1879年に医学石汀究のために創刊された論文二次資料誌「hdex Medicus」

が MEDЫNEのルーッである。軍の機関が始めたのは,南北戦争時に疾病で多数の死亡者が

出たことや資金などが関係 している。一方,MEDLINEと よく比較されるEMBASEは 1947

年にオラングで設立された非営利団体 Excerpta Medica Foundationが 創刊 した医学抄録誌が

起源であり,1971年にエルゼビアが親会社 となり,雑誌出版とそのデータベースを持つ巨大

情報企業へ と至る。BIOSISは 1926年 に米国フイラデルフィアで設立 された非営利団体

Bttogical Abstracts,Inc.が 起源であり,生物学 と学際的分野 (医学,薬学等)の 両方を含む情

報を提供してきたが,2004年に同じフイラデルフィアの トムソンISIの傘下に入った。DDF

VЛ 46 No 12 2010フア)しマシア 1149



IⅧ沖=1仲「‖協
II II● ||ト

”十１‐‐‐Ｉ
“Ｉ
＝

＝
●|‖柿|%・

―
|II1111士 ||||||++||‖

‖‖
| |

題話
`▼

′ヽA DAI

(Derwent Drug File)は 欧州製薬企業の Rocheと SandOzが 1920年から始めた論文抄録と索引

の共同作成が起源であり,1964年 に英国の Derwent社に委嘱し,その後 Derwent社はトムソ

ンの傘下に入った。このように,ラ イフサイエンスデータベースの起源は非営利的団体であった

が,近年の医療ニーズの高まりと共に規模が拡大する課程で戦略的な情報資産の側面も強まった。

4 文献検索システムの開発

冊子体資料を検索するにはコンピュータの登場が必要で,1960年 代に最初の文献検索が実

現した。これは「Index Medicus」 等の論文二次資料の編集・印刷にコンピュータが導入され

た結果,副産物としてデータが蓄積され,データベースとなった。1957年 にソ連が人類初の

人工衛星スプー トニクの打ち上げに成功 し,こ れにショックを受けた米国は,翌年 NASAを
設立し,研究開発に不可欠であった情報検索システムについてもロッキー ド社 と共同で開発

し,1967年 に完成 した。その後,NASAの情報部門が Dialogと して独立 し,1972年 にオン

ラインサービスを開始した。そして遅れること10年近 く経った 1980年代に,日 本の悲願で

あった海外のオンラインデータベースの使用が可能になり,巧汀究者は冊子体を調査する苦労か

ら解放された。しかし,当初は高額な検索費用の問題もあり検索専門家が対応 した。主なシ

ステムは米国の DIALOG, STN, ORBIT, BRS, フランスの QUESTEL/DARC, スイスの

DataStar,そ して日本の」OISであつた。

5 エンドユーザー検索の普及と問題点

1980年代に質,量 ともに発展 したオンラインデータベースは,1990年代に研究者自身で検

索する「エンドユーザー検索」が始まった。199o年代後半にはインターネットが普及し始め,

データベース作成機関が直接,利用者へ情報サービスを行うことが可能になった。これらはメ

ニュー形式の使いやすいシステムであったが,個々の異なるシステムを覚える必要があった

り,複数のデータベースで大量の重複した情報が得られるなどの欠点もあった。また利用形態

等の契約も異なり,管理魚担も大きくなった。2000年代になると, 日本の」ST(科学技術振興

機構)が作成する」Dreamが比較的安価な固定費のサービスも始まり,国内科学誌の調査環境

は大きく向上した。しかし,海外のデータベースについては情報企業の吸収合併が進み, トム

ソンやエルゼビアなどの巨大情報企業が生まれ,電子ジャーナルを含めた情報製品の数の増大

と価格の上昇が進み,情報投資をどのように行うかが非常に難しい問題となってきた。このよ

うに検索システムは大きな発展を見せたが, コンテンツは情報企業にとっての貴重な戦略的情

報資源となり,利用者はそれらの動きに翻弄されることになった。

6 主な文献データベースと特徴の概略

主なライフサ イエ ンス系文献デー タベース 5個 の特徴 を,表 1に まとめた。米国の

MEDLINEと オラングのEMBASEが医学・薬学分野で重要であるが,収録雑誌の重複は 6割

程度しかない。さらに索引方針が異なり,EMBASEは薬剤名を多数付与するなど,実際に検

索すると収録雑誌の差以上に異なる。うその他の BIOSIS,DDF,CAも 収録雑誌,索引シス

テムに特徴があるために,ラ イフサイエンス分野の網羅的な調査を行う場合は,STNな どの

検索システムを使用して,5個のデータベースを同時に検索し,そ の結果を重複除去する必要

がある。ただ,検索主題が複雑な場合は,それぞれのデータベースに固有のキーワー ドと検索

式を使用する必要があり簡単ではない。製薬企業における新規性調査や安全1生調査などは網羅
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収録情報

収録期間

収録件数

特許

統制語

作成機関

特徴

MEDLINE

生物医学及 び楽

学,歯科学,看護学

などの幅広い文献

情報

1947年～

1,840万件

○

米国医学図苦館

MeSHと い う シ

ソーラスを持ち,

最新のキーワード

で過去に遡った検

索ができる.

EMBASE

生物医学及び薬学

領域の文献情報

1947年～

1,310万件

○

エルゼビア

医薬品のキーワー

ド付与が充実 し,

欧州の文献 に強

い.

1926年～

1,980万件

△

○

トムソン・ロイター

会議資料 を多数収

録。IF元念コー ドによ

る研究分野の特定や

生物系統分類コード

を持つ .

1964年～

130万件

○

トムソン・ロイター

明確な方針に従って

論文を厳選し,薬剤

ごとにキーワー ドが

リンクされ,第三者

抄録を持つ .

話 題

1840年～

3,170万件

○

○

CAS(米 国化学会)

化学構造やタンパク

配列の検索結果から

文献が検索でき,物
質ごとに詳細な索引

を付与 .

.Ⅷ
Ⅲ
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―

表 1 主なライフサイエンス系文献データベースの特徴

WADAI

BIOSIS DDF CA

生物及び生物医学分 医薬品の合成,評価, 化学,生化学,化学

野の広範囲な文献情 製造,使用などの文 工学分野を中心とし

報         献,会議録情報   た文献,特許情報

性が重要となるため,情報部門が責任を持って行っている。

7 増え続ける1青報量

2009年の論文数は上記の 5データベースの合計でのべ 442万件もあり,1日 換算で 1.2万件

となる。MEDLINE単独でも1日 2,000件程で,1人でこれらをすべて見ることは不可能であ

るため,キ ーワー ドを登録 し,自 分のテーマに関係 した論文を選択するシステムが必要とな

る。無料の PubMedで もキーヮー ド登録ができるが,STN等 で登録すれば,複数のデータ

ベースを検索して重複除去した結果をメールで受け取ることも可能である。もちろん,仕事の内

容や目的による違いで,詳細情報が必要な場合と主要な情報だけが欲しい場合とで情報源や情報

の形態が異なるので,それに対応したシステムを選択する必要がある。そのため,それぞれの組

織に最適な情報源を導入し,その適切な利用を支援する図書や情報の担当者の役割が重要となる。

8 ライフサイエンスデータベースの新しい流れと当社の対応

1980年代以降のライフサイエンス系文献データベースの中で系統的な階層構造を持った索

引を付与するのはMEDLINE,EMBASE,BIOSISの 3つ である(図 1)。 1997年 にMEDLINE
が PubMedと して公開され,世界のメジャーな医学関連雑誌を無料で検索できるようになっ

たことで,創薬研究においても標的分子に関する最新の基礎医学情報調査等に使われた。

PubMedは,遺伝子情報や電子ジャーナルヘのリンクなどにも優れ,従来の有料の MEDLINE
の使用は激減することとなった。

2000年以降はデータベースの Web版化が加速し,当社もエルゼビアの ScOpusを 2006年 に

導入した。これは トムソン 。ロイター (以下, トムソン)の Web of Scienceを 意識 した製品で

あり,被引用の多い注 目論文を簡単にリス ト化できる。4)ェ ルゼビアは,EMBASEについて

も同名の Web版に注力しており,オ ンライン版より詳細な検索が可能で,MEDLINEのデー

タも重複除去されて入っているなど,薬学研究についてはこれ単独でかなり網羅的な検索が可

能となっている。これらはサイエンス・ダイレクトの電子ジャーナルとも連携 して効率的な調

査が可能となり,同社の電子ジャーナルの価値をさらに高めている。一方, トムソンのサイエ

ンス部門はWPIな どの特許データベースで評価が高 く,文献についてはDDFを 作成してい

たが,年間収録数は 5万件程度と製薬研究に特化していた。しかし,1992年に現在の Web of
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1980～1990年代

オンラインデータベース6個

2000年 代

エンドユーザー検索用にVVeb化 オーナー

踵

″田

細
国

細
国

系統的で一貫した階層構造のキーワードを持つDB

CA

SciSearch

Der,t entD「 ugFIe

EMBASE

187万 (特許98万 件)2009年

Pub輸破′商

師 baゴ

SSen(e・

SCCとPuS

稔 NCSI

図l Web化されたライフサイエンスデータベース

Scienceを 作成 していた米国の ISIを 買収 し,2004年 にはBIOSISを 傘下にしたことにより,

Web of Knowledgeの プラットフォームで広範囲の文献情報提供を始めた。また,CAは統制

された索引や自然言語に近い索引などを有し,柔軟な検索が可能である。化合物やタンパク質

などの物質検索では他のデータベースを凌駕する網羅性を持っており,さ らに生化学や前臨床

試験などライフサイエンス関連の文献も多 く含まれている。

1995年 に発表されたSciFinderは インターネット経由で CAが検索できるエンドユーザー

向けの製品であり,化合物の構造検索も可能であるため,研究者自身で新規性調査が可能と

なった。そのため,既知と判明した場合は調査部門への依頼が不要となる場合もあり,調査が

最適化された。当社では 1999年 に化学部門に導入し,2010年 からはエンタープライズ契約を

行い,研究員全員が固定費で使用できるようになった。検索結果に対して各種の解析が簡単に

できるので,た とえ検索結果が多い場合でも目的の文献の集合を絞 り込みやすく,MEDLINE
との同時検索と重複除去も可能など,利用者の検索行動を良く考えたシステムといえる。この

ように,MEDLINEに 関しては他のデータベースと併用 して使用できる製品は多いが,複数

のデータベースを一度に固定費で検索するエンドユーザー検索向けのツールは OvidSP'な ど

のアグリゲーションサービスキ
にも適している。

9

製薬企業が創薬研究に使用する外部データベースヘの投資は,研究部門だけでも2～ 3億円

は必要と思われるが, トムソンやエルゼビア等の情報企業が勧める新製品をすべて導入してい

ると,こ の数倍近くの費用が必要となる。この中で文献データベースは数千万円であり,その

他は特許,化合物関連のデータベースであるが,最 も額が大きいのは医薬研究開発関連のデー

タベースである。これは創薬に必要な情報を文献,特許,学会,Web等から評価・選択 した

製薬企業の製品開発動向やパイプラインを調査するための統合システムである。 トムソン
,

Prous,Adis,IMS,Informa healthcareの 5社に歴史がある。中でもトムソンは資本力を背

景に,競合する会社を買収していった (図 2).

従来から特許を評価し,新規な Drug情報を蓄積 していた 3企業の中で,2002年 にCurrent

* アグリゲーションサービスについての用語解説は,1141頁参照 .
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7れo,|● ●Л R●Trersl米 、英 ) (2002年 )

Cw『
「

ent DF」gs(英 )
2009年 6月 改名

買収 (2007年 )

Provs(スペイン) 開始 (2001年 )

Drwg Dara RcP。′と

T′:o,"so,Pれ ar,"a

Tれo阿sc=,Pれarma
Pa"Л eガ″9

Thomson Pha「 ma

′DDB(Patent Fast Ale■ )

″ DA (PatentS P「 eview)

図2 特許由来の創薬情報データベースの変遷

Drugsを買収してIDDBを 入手し,さ らに2007年にProusを買収してIntegrityを 手に入れた。

これによって,医薬研究開発統合データベースの市場は トムソンの独占に近い状況となった。

トムソンは手に入れたその他の多くのコンテンツと一緒に,1つのプラットフオームでサービス

する理想的なシステムを目指している。しかし,コ ンテンツの種類とボリュームの大きさゆえ

にスピー ドの改善や価格の安定化など利用者に配慮したサービスが求められる。また,データ

ベースの品質は個々の情報源を精査し,内容を的確に理解し,さ らにキーワードを付与し情報を

抽出する索引者 (ア ナリス ト)の レベルに依存する。特に統合データベースの場合はここが重要

であり,こ の部分の質の維持について期待するとともに,利用者としても注目する必要がある。

10 ライフサイエンス系のデータベースの活用ノ{ターン

主要なMEDLINE,EMBASE,CAを 中心に活用パ ターンを考えた。研究所,大学では,

SciFinderで MEDLINEと CAを一度に検索し,重複除去するのが基本で,生物系はEMBASE

Web版 を使用して,重複除去された EMBASEと MEDLINEを 一度に検索するのが効率が良

い。また OVIDを使用して,MEDЫNE,EMBASE,BIOSISを 一度に使用して重複除去する方

法もある。DIALOGや DATASTRの オンラインシステムを使用して,MEDLINE,EMBASE,
CAを重複除去する場合は従量制となり,STNシステムを使用 した同様の方法は情報部門向

きであるが,使用料は高額 となる。新規分野の検討などはPubMedで検索 し,SCOPUSか

WOSで引用検索する方法が考えられる。無料の PubMed,Google scholar,SCIRUSで 検索す

るのは, とりあえずというところか。このように網羅的な調査をするためには,複数のデータ

ベースを調査する必要があるが,データベースを情報解析して新たな知識を得るデータマイニ

ングには無料のPubMedの情報がデータセットとして使われることが多い。しかし,ラ イフ

サイエンス分野の情報量としては十分でない点があったが,最近,EMBASEの情報もデータ

解析用に販売するようになった。EMBASE,CAは MEDLINEに 収録されない多 くの情報と

独自の索引を持つため,情報解析データセットとしての有用性は高いと考える。化合物や標的

分子などの新たな機能を情報から発見することが期待される。

】
Ｅ
Ｅ

■
Ｅ
Ｅ 薬学研究情報の研究会

データベースヘの投資は高額であり,それを導入し情報支援を行う部門の責任は大きい。こ

れらは図書館や情報支援の部門で行われているが,こ こに所属する担当者はインフォプロ

(information professional)° として,薬学情報に共通する問題点の情報交換や研修の場が必要

となる。日本薬学図書館協議会や日本製薬情報協議会は数十年の歴史を持つ研究会であり,会

員の情報スキルの向上を支援している。

日本薬学図書館協議会
つ:薬系大学,製薬企業等の情報部門約 130機 関が会員で,伊藤四十二
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教授 (東大薬学部)の提唱により1955年 に設立された。発足時より大学と製薬企業で構成され

た歴史を持つ。現在は永井恒司会長のもと,研究会や電子ジャーナルコンソーシアム事業,薬
学会年会シンポジウムの開催Dな ど活発な活動を行っている。

日本製薬情報協議会 :大手製薬企業 22社で構成され,2008年には情報科学技術協会の「優秀機

関賞」を受賞した。本会の創設は 1965年で,製薬文献データベース Ringdocのユーザー会から

始まり,データベース改善のためにトムソンに協力してきた。現在では情報全般の評価を行い
,

論文をホームページで公開している。9ま た, トムソンの製品についても品質評価に関与してお

り,副社長などの役員との会議を持ち,利用者としての要望や価格の維持を強く求めている。

このように,世界レベルでの巨大情報企業の戦略と研究現場での実際の情報ニーズを調整す

ることは非常に難しい段階にきており,それらを行う情報担当者は薬学研究についての深い理

解とともに,ビジネスの交渉力など多様な能力が必要である。そして,それらを行うために上

記の 2団体の果たす役割は大きい。

12 おわりに

日本の薬学研究は世界でも一流であるが,学術情報システムに関しては海外供存が多い。論文

を投稿する学術雑誌も一流誌は海外中心であり,それを見るために高額な電子ジャーナル費用を

払っている。そのため,学術雑誌が購入できなくなるシリアルズ・クライシスキ*と いう】犬況が進

んでいるが,一向に解決の糸口は見えてこない。nこ のままでは, 日本の研究自体への影響が懸

念される。もはや個々の機関で対応できるレベルを超えており,国 としての対策も望まれる.H'D

また論文を探すためのデータベースも,」Dream Ⅱを除いて海外中心であり,PubMedを 例外と

して高額な契約費が必要とされるため,ラ イフサイエンス分野の主要 5個 を自由に使える環境に

ある研究者は少ない。このことは,PubMedを 1～2個のキーワードで検索して,す ぐに論文が

読める無料のオープンジャーナルから読んでいくというスタイルの普及も想像され,研究の質と

効率化を大きく阻害する心配がある。さらに,医薬品の研究開発動向のデータベースもトムソン

の独占に近い状況が進んでおり,将来的な高価格化がッ心配される。医薬品の研究開発情報は製薬

企業にとって最重要課題であり,他社との差別化の必要性から海外のビッグファーマは独自にデー

タベースを構築して解析する傾向もある。この分野の市販データベースをどのように位置付け,

どこまで投資を続けるのか, もしくは自社でも構築していくのか,将来的に判断が求められる。
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